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後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に
待
望

の
Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自
動
預
払
機
）

が
設
置
さ
れ
、
３
月
24
日
、
田

口
東
・
理
工
学
部
長
ら
が
出
席

し
て
、
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。

新
設
さ
れ
た
の
は
三
井
住
友
銀

行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
、
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
３
号
館
１
階
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
内
に
設
置
さ
れ

た
。

　

開
所
式
に
は
、
田
口
理
工
学

部
長
を
は
じ
め
三
井
住
友
銀
行

法
人
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
部
長
、

八
王
子
法
人
営
業
部
長
な
ど
関

係
者
ら
10
数
人
が
出
席
、
オ
ー

プ
ン
を
祝
っ
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
た
。
田
口
理
工
学
部

長
が
初
の
利
用
者
と
し
て
預
金

の
引
き
出
し
を

行
い
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
始
動
し
た
。

　

後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
に
は
、

従
来
、
郵
便

局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が

あ
っ
た
が
、
利

用
件
数
の
不
足

な
ど
か
ら
２
０

０
７
年
３
月
３

１
日
に
廃
止
さ

れ
て
い
た
。

　

当
時
、
年
間

利
用
件
数
は
約
３
４
、
０
０
０

件
で
、
単
純
計
算
で
ひ
と
月
あ

た
り
３
、
０
０
０
件
近
い
利
用

が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
夏

休
み
な
ど
で
大
学
が
長
期
の

休
み
と
な
る
期
間
は
ほ
と
ん
ど

利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に

は
、
郵
便
局
や
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
数
ヶ
所
設
置
さ
れ
て
お
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
必

要
性
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
と
い

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に
待
望
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
設
置

「
と
て
も
便
利
に
な
っ
た
」
と
在
学
生

う
理
由
も
あ
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
や
は
り
キ
ャ
ン

パ
ス
内
に
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
１
台
も
な

い
の
は
学
生
に
と
っ
て
も
教
職

員
に
と
っ
て
も
不
便
で
あ
る
た

め
、
大
学
は
郵
便
局
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

廃
止
が
決
ま
っ
た
２
０
０
６
年

か
ら
数
行
の
銀
行
と
交
渉
を
重

ね
て
き
て
い
た
。
後
楽
園
キ
ャ

ン
パ
ス
の
学
生
生
活
課
に
よ
る

と
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
ボ
ッ
ク
ス
に

も
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
設
置
を
望
む
数
件

の
投
書
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
が
設
置
さ
れ
た
３
号

館
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル

は
、
食
堂
に
隣
接
し
て
い
る
た

め
昼
休
み
の
食
事
の
際
や
、
放

課
後
く
つ
ろ
ぐ
時
な
ど
に
利
用

し
や
す
い
。
ま
た
３
号
館
で
開

催
さ
れ
る
学
会
や
、
コ
ン
サ
ー

ト
時
に
は
学
外
の
方
々
の
利
用

も
見
込
ま
れ
る
。

　

新
学
期
早
々
、
こ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

設
置
の
情
報
が
キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
浸
透
し
、
学
生
か
ら
は
と
て

も
便
利
に
な
っ
た
と
い
う
声
が

聞
か
れ
た
。
中
に
は
新
し
く
三

井
住
友
銀
行
の
口
座
を
開
設
し

た
と
い
う
学
生
も
い
た
。

　

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
時
間
は
、
平

日
・
土
曜
が
午
前
８
時
か
ら
午

後
５
時
。
日
曜
・
祝
日
は
休
業
。

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理

工
学
部
3
年
）

「
こ
れ
か
ら
の
生
命
科
学
の
行
方
」を
テ
ー
マ
に

生
命
科
学
科
設
立
記
念
の
講
演
会
開
く

　

今
春
、
理
工
学
部
に
新
た
に

生
命
科
学
科
が
設
立
さ
れ
た
の

を
記
念
す
る
講
演
会
が
４
月
４

日
、
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
３
号

館
３
階
小
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

日
経
Ｂ
Ｐ
社
医
療
局
バ
イ
オ
セ

ン
タ
ー
長
の
宮
田
満
氏
が
、「
こ

れ
か
ら
の
生
命
科
学
の
行
方
」

と
題
し
て
約
１
時
間
講
演
し
た
。

　

宮
田
氏
は
昭
和
54
年
東
京

大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了

後
、
日
本
経
済
新
聞
社
に
入

社
。
日
経
バ
イ
オ
テ
ク
編
集

長
、
医
療
局
ニ
ュ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
長
、
バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー

長
、
先
端
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

長Biotechnology

編
集
長
な

ど
を
歴
任
し
、
平
成
16
年
９
月

ATMオープンのテープカット
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か
ら
現
職
。
生
命
科
学
と
い
う

分
野
を
易
し
く
分
か
り
や
す
く

伝
え
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
日
も
、「
バ
イ
オ
ほ
ど

基
礎
研
究
と
発
展
、
つ
ま
り
市

場
と
が
つ
な
が
っ
て
い
る
分
野

は
な
い
」
な
ど
と
身
近
な
テ
ー

マ
で
分
か
り
や
す
く
語
り
、
約

100
人
の
出
席
者
か
ら
大
き
な
拍

手
を
受
け
た
。

　

宮
田
氏
の
講
演
は
冒
頭
、「
日

本
と
ア
メ
リ
カ
を
比
較
す
る
と
、

日
本
は
ア
メ
リ
カ
に
20
年
遅
れ

て
い
ま
す
」
と
衝
撃
的
な
発
言

で
は
じ
ま
っ
た
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
宮
田
氏
は
、「
ア
メ
リ

カ
で
は
使
え
る
新
薬
が
日
本
で

は
使
え
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
ア

メ
リ
カ
に
い
れ
ば
治
療
で
き
た

の
に
日
本
に
い
た
た
め
に
死
ん

で
し
ま
う
、
と
い
う
状
況
な
の

で
す
」
と
新
薬
認
定
の
遅
れ
を

指
摘
し
た
。

　

ど
れ
だ
け
日
本
が
遅
れ
て
い

る
か
。
今
後
ど
れ
だ
け
日
本
で

患
者
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
患
者
か
ら
し
て

み
れ
ば
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

　

宮
田
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
遅

れ
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
の
は
日

本
に
は
「
ド
ラ
ッ
ク
ラ
グ
」
と

呼
ば
れ
る
、
薬
に
対
す
る
規
制

が
強
い
た
め
だ
と
い
う
。
そ
の

う
え
で
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

宮
田
氏
は
、

「
政
府
も
バ

イ
オ
の
分
野

に
お
金
を
か

け
る
よ
う
に

な
り
、
規
制

を
見
直
す
兆

し
も
出
て
き

ま
し
た
。
今

後
数
年
で
、

こ
れ
ら
も
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

さ
ら
に
宮
田
氏
は
、
日
本
は

制
度
的
に
は
ア
メ
リ
カ
に
遅
れ

を
と
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
京
都

大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
が
「
ｉ

ｐ
ｓ
細
胞
（
人
工
多
能
性
幹
細

胞
）」
に
つ
い
て
世
界
に
先
駆

け
て
研
究
を
進
め
て
い
る
こ
と

が
話
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、

「
技
術
面
が
劣
っ
て
い
る
わ
け

で
は
決
し
て
な
い
」
と
強
調
。

「
日
本
の
医
療
現
場
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
今
は
ま
だ
不

治
の
病
と
な
っ
て
い
る
癌
に
対

し
て
も
近
い
将
来
、
癌
を
治
す

た
め
の
新
薬
が
登
場
す
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
次
は
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
、
そ
の
次
は
精
神
疾
患
と
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
次
々
に
か
わ
っ

て
く
る
は
ず
で
す
」
と
将
来
を

見
通
し
た
。

　

続
い
て
宮
田
氏
は
、
病
気
の

人
し
か
み
て
い
な
か
っ
た
医
療

の
現
場
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
な
ど
の
改
善
の
た
め
の
、

健
康
な
人
の
た
め
の
、「
健
康

学
」
と
い
う
も
の
に
発
展
し
て

い
く
と
指
摘
。
つ
ま
り
、
医
療

現
場
に
は「
薬
＋
栄
養
＋
運
動
」

と
い
う
３
つ
を
あ
わ
せ
た
考
え

方
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
、

と
解
説
し
た
。

　

最
後
に
宮
田
氏
は
、
医
療
現

場
の
課
題
に
つ
い
て
「
出
席
さ

れ
て
い
る
先
生
方
で
は
な
く
、

若
い
学
生
の
方
が
こ
れ
か
ら
実

現
し
て
い
く
課
題
で
あ
り
、
ま

た
、
こ
の
生
命
科
学
科
を
発
展

さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン
な
の
で
す
」

と
締
め
く
く
り
、
講
演
の
幕
を

閉
じ
た
。

（
学
生
記
者　

橋
本
奈
緒
美
＝

大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
１

年
）

体
連
知
っ
て
、
中
大
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
に
来
て
！

各
部
会
を
紹
介
し
た
『T

aiR
en

』
創
刊
号
発
行

　

「
体
連
の
活
動
を
伝
え
、

も
っ
と
一
般
生
に
知
っ
て
も
ら

い
た
い
」―
。
そ
ん
な
思
い
か

ら
学
友
会
体
育
連
盟
常
任
委
員

会
制
作
の
『TaiRen
』
創
刊

号
が
４
月
に
発
行
さ
れ
た
。

本
誌
は
、
体
連
常
任
委
員
会
の

前
委
員
長
、
東
貴
亮
さ
ん
（
平

成
19
年
度
法
学
部
卒
）
を
中

心
に
、
３
ヶ
月
以
上
を
か
け
て

取
材
し
、
制
作
。
新
学
期
が
は

じ
ま
る
4
月
に
よ
う
や
く
間
に

合
っ
て
刊
行
、
５
０
０
０
部
を

発
行
し
た
。
体
連
で
は
、
以
前

『Athlete

』
と
い
う
冊
子
を

発
行
し
て
い
た
が
、「
内
容
は

薄
く
、
写
真
も
白
黒
で
面
白
く

な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
は
全
ペ
ー
ジ
オ
ー
ル
カ

ラ
ー
で
装
い
を
新
た
に
し
た
体

連
広
報
誌
『TaiRen

』
を
制

作
し
た
。

　

「
イ
カ
ツ
イ
、
ゴ
ツ
イ
を
打

ち
消
す
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

講演する宮田満氏
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か
ら
表
紙
に
は
、
女
性
誌
を
意

識
し
て
、
各
部
会
か
ら
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
た
３
人
の
女
性
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
起
用
し
た
。

　

内
容
は
、
体
連
生
へ
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
体
連
に
所
属
し
て

い
る
各
部
会
の
紹
介
が
中
心
。

一
般
生
か
ら
体
連
に
入
っ
た

学
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
掲

載
さ
れ
て
お
り
、
新
入
生
へ
の

ア
ピ
ー
ル
を
重
視
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

現
常
任
委
員
長

の
福
山
倫
広
さ
ん

(

法
学
部
４
年)

は
、

「
体
連
は
ス
ポ
ー

ツ
推
薦
で
入
学
し

た
学
生
ば
か
り
が

入
る
と
こ
ろ
だ
と

思
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
も
そ
ん
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

部
員
不
足
の
部
も

あ
る
の
で
、
一
般

生
に
も
入
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
い
う
。

 
そ
の
他
に
も
、

有
料
の
試
合
が
学

生
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
無
料

に
な
る
「
観
戦
ツ
ア
ー
」
制
度

の
利
用
方
法
や
卒
業
生
の
進
路
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
な
ど
一

般
生
に
は
馴
染
み
の
薄
い
体
連

に
関
す
る
情
報
が
満
載
だ
。

　

福
山
さ
ん
は
「
早
稲
田
や

慶
應
で
は
、
大
学
を
あ
げ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
応
援
し
よ
う
と
い

う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
で
も
残

念
な
が
ら
中
央
に
は
ま
だ
そ
れ

が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
中
大
生

の
大
学
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
関

心
の
低
さ
を
指
摘
。
そ
う
し
た

現
状
を
踏
ま
え
、「『TaiRen

』 

創
刊
を
き
っ
か
け
に
ぜ
ひ
体
連

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し

て
、
試
合
の
応
援
に
来
て
も
ら

い
た
い
」
と
願
っ
て
い
る
。

 

ま
た
今
号
以
降
の
発
行
に
つ

い
て
福
山
さ
ん
は
、「
次
号
の

予
定
は
ま
だ
立
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
年
に
１
、
２
回
は
出
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
継
続

し
て
発
行
す
る
考
え
だ
。

　

体
連
で
は
、
こ
の
紹
介
誌
の

他
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
試
合

の
日
程
な
ど
を
掲
載
し
、
中
大

生
に
積
極
的
に
試
合
の
応
援
に

来
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
こ

と
も
企
画
し
て
い
る
。

『TaiRen

』は
、各
学
部
事
務
室
、

Ｃ
ス
ク
エ
ア
、
生
協
、
体
育
館

で
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
学
生
記
者　

上
田
雄
太
＝
文

学
部
３
年
）

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
に「
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
」オ
ー
プ
ン

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
文
系
含
む
全
学
部
の
受
験
生
に
対
応

　

後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

「
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
が
新

設
さ
れ
、
５
月
17
日
オ
ー
プ
ン

し
た
。
設
置
さ
れ
た
の
は
、
３

号
館
１
階
の
食
堂
隣
で
、
理
工

学
部
だ
け
で
な
く
文
系
５
学
部

に
関
す
る
相
談
に
も
応
じ
て
い

る
。

　

進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
は
、

全
学
部
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

シ
ラ
バ
ス
と
い
っ
た
資
料
に
加

え
、
よ
り
中
央
大
学
の
イ
メ
ー

ジ
が
湧
き
や
す
い
よ
う
に
、
と

大
学
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
も
常

時
行
っ
て
い
る
。

　

相
談
に
は
、

進
学
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
専

門
ス
タ
ッ
フ

が
対
応
。
文

系
学
部
・
理

工
学
部
を
問

わ
ず
中
央
大

学
に
興
味
を

持
ち
、
訪
問

し
て
く
れ
た

受
験
生
及
び

そ
の
父
母
な

ど
に
対
し
、

中
央
大
学
の

後楽園キャンパスにオープンした進学相談コーナー

『TaiRan』を紹介する福山体連常任委員長
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教
育
内
容
の
特
徴
や
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
始
め
、
複
雑
化
す
る
入

試
制
度
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
と

説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
大
学
職
員
や
進
学
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
全
国
の
高
校
を
訪

問
し
た
際
に
、
進
路
や
受
験
の

指
向
性
な
ど
に
つ
い
て
集
め
た

情
報
を
参
考
に
し
て
、
様
々
な

受
験
生
の
質
問
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　

開
室
時
間
は
受
験
生
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
に
と
、
高
校
の

放
課
後
の
時
間
帯
に
合
わ
せ
て

い
る
。
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は

同
様
の
コ
ー
ナ
ー
が
１
号
館
入

学
セ
ン
タ
ー
内
に
す
で
に
設
置

さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
、
地
の

利
の
良
い
後
楽
園
キ
ャ
ン
パ
ス

に
進
学
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
新
設

し
た
こ
と
で
、
都
心
の
受
験
生

に
も
中
央
大
学
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

　

進
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
一
人
、

田
畑
興
治
さ
ん
は
、「
中
央
大

講
師
招
き
、「
北
方
領
土
問
題
」の
講
演
会
開
く

中
大
杉
並
高
２
年
生
が
研
修
旅
行
の
事
前
学
習

　

「
北
方
領
土
問
題
」
に
関
す

る
講
演
会
が
６
月
４
日
、
中
央

大
学
杉
並
高
校
で
開
か
れ
た
。

北
方
領
土
に
最
も
近
い
町
、
根

室
市
か
ら
講
師
を
招
き
、
北
海

道
へ
研
修
旅
行
す
る
２
年
生
の

事
前
学
習
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
。

　

講
師
は
、
根
室
青
年
会
議
所

の
岡
野
忠
春
理
事
長
と
同
青
年

高
校
生
か
ら
の
ビ
デ
オ
レ
タ
ー

が
あ
り
、
同
じ
高
校
生
と
し
て

北
方
領
土
問
題
を
考
え
る
よ
い

機
会
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
最
後

に
は
、
根
室
の
お
土
産
ベ
ス
ト

３
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

同
校
の
２
年
生
は
10
月
に

根
室
、
サ
ハ
リ
ン
、
道
央
、
道

南
の
４
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

て
北
海
道
を
研
修
旅
行
す
る
予

定
。
根
室
に

は
、
学
年
の

3
分
の
１
が

訪
ね
る
と
い

う
。
こ
れ
ま

で
も
事
前
学

習
と
し
て
、

映
画
鑑
賞
を

行
っ
て
き
た

が
、
こ
の
日

の
講
演
を
聞

い
た
生
徒
か

ら
は
、「
も
っ

と
北
方
領
土

問
題
に
つ
い

て
知
っ
て
、

感
じ
た
こ
と

を
い
ろ
ん
な

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
」、「
ど

う
い
う
流
れ
で
問
題
に
な
っ
た

か
知
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
を

持
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
聞

か
れ
、
10
月
の
研
修
旅
行
を
前

に
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
認

識
、理
解
を
深
め
た
よ
う
だ
っ
た
。

（
学
生
記
者　

池
野
絵
美
＝
文

学
部
２
年
）

学
に
興
味
を
持
っ
た
受
験
生
や

高
校
生
は
、
ぜ
ひ
こ
の
進
学
相

談
コ
ー
ナ
ー
に
来
て
い
た
だ
い

て
、
自
身
の
大
学
受
験
に
役
立

て
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

開
室
時
間

　

平
日　

15
時
〜
18
時

　

土
曜　

10
時
〜
16
時

　

日
曜
・
祝
祭
日
と
２
月
、
大

学
行
事
、
夏
期
一
斉
休
暇
中
は

閉
室

（
学
生
記
者　

小
室
靖
明
＝
理

工
学
部
３
年
）

会
議
所
北
方
領
土
・
未
来
の
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
の
前
田
穣
副

室
長
の
２
人
。

　

講
演
で
は
、
北
方
領
土
問
題

の
歴
史
的
背
景
か
ら
、
返
還
要

求
運
動
、
根
室
の
現
状
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
。
北
海
道
の
北
東

洋
上
に
連
な
る
歯
舞
島
、
色
丹

島
、
国
後
島
、
択
捉
島
は
、
第

二
次
世
界
大
戦
直
後
ま
で
日
本

人
が
住
ん
で
い
た
土
地
と
し
て

返
還
要
求
運
動
が
行
わ
れ
て
き

て
お
り
、
今
も
こ
の
北
方
四
島

の
帰
属
問
題
は
解
決
し
て
い
な

い
。「
元
島
民
の
平
均
年
齢
は

70
歳
」
と
い
う
現
状
で
、
よ
り

多
く
の
人
に
問
題
が
認
識
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

講
演
の
途
中
で
は
、
根
室
の

講演を熱心に聞き入る中杉高生




